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産業比率の上昇や高い技術水準を要す
る産業の成長率が安定的に高いことを指
している。不ಁ明さが増す国際情勢の下
で、中国が需要面において安定的な内需
の確保、供給面では産業の高度化による
高付加価値産業の育成を進めることは、
合理的である。

ERINA�調査研究部研究
員南川高ൣ

中国国Ո౷計2016ہ年の中国経済
Λྑとධ価
「2016年国民経済と社会発展統計公
報」の公表に先立ち、中国国家統計局
は、2016年の中国経済について第13次
なスタートをったとධカ年計画の良ޒ
価している。その理由として食ྐの५な
生産と安定的なச生産、工業生産とݻ
定資産投資の安定的な成長や、市場取
引と消費の質の向上など、内需が安定的
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2016年のロシア経済
2016年の実質�GDP�成長率（１次速

報）は対前年比でマイナス0.2％となり、２
年続けてのマイナス成長となった。この背
景には、ウクライナ問題での西側諸国によ
る対ロシア経済制裁や国際市場における
原油価格の下落などがある。ただし、マ
イナス幅は前年より縮小しており、࢛半期
ベースでも2016年第４࢛半期にはプラス

注目すべきは、この中で消費の質の向上
や都市農村間の格差縮小、「経済構造
の優化」という経済の質的変化に৮れ
ている点である。消費の質については情
報通信（ICT）技術を用いた消費を挙
げ、インターネットを通じた実物販売が安
定的に増加していることから、質の向上
とධ価している。また一人当り収入の都
市農村統計から、格差の縮小の現状に
ついて৮れている。「経済構造の優化」
とは、産業の高度化を指しており、生産
に占める第３次

成長したとみられる。ロシア経済は改善
の傾向を示している。生産面での�
GDP（産業別付加価値額）を見ると、߭ 工
業およびその一部である製造業がいずれ
も対前年比で1.4％増加している。また、
農業は同3.5�� 増加しており、もっとも生
産が拡大した分野となった。他方、小売
業は同6.2�減、建設業は同4.3％となって
おり、低が続いている。
小売業売上高は対前年比5.3％減であ

り、このことが小売業低の要因となっ

ているのは明らかである。その背景として
は、実質可処分所得が同5.9％も低下した
ことが指摘できる。これは、今世紀に入っ
て最大の落ち込みである。家計収入のう
ち消費に向けられたのは72.5％であり、前
年比1.5パーセントポイント増加した。財の
入に充てられたのは54.6％で、前年比ߪ
0.9パーセントポイント増にとどまった。実質
所得が減少した中で、最低限の消費を続
けていることが、こうした統計数値につな
がっているものと考えられる。貯蓄を取り่

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
2015

12 22 32 42

実質 GDP 4.5 4.3 3.4 1.3 0.7 ˛�2.8 ˛�0.2 ˛�2.8 ˛�4.5 ˛�3.7 ˛�3.8

定資本投資ݻ 6.3 10.8 6.8 ˛�0.2 ˛�1.5 ˛�10.1 ˛�0.9 ˛�5.9 ˛�10.7 ˛�13.1 ˛�9.3

߭工業生産高 7.3 5.0 3.4 0.4 1.7 ˛�0.8 1.3 ˛�0.1 ˛�1.7 ˛�0.5 ˛�0.9

小売売上高 6.5 7.1 6.3 3.9 2.7 ˛�10.0 ˛�5.2 ˛�7.0 ˛�9.6 ˛�9.9 ˛�12.7

実質貨ฎ可処分所得 5.9 0.5 4.6 4.0 ˛�0.7 ˛�3.2 ˛�5.9 ˛�1.9 ˛�4.3 ˛�4.2 ˛�1.9

消費者物価 � 8.8 6.1 6.6 6.5 11.4 12.9 5.4 7.4 8.5 10.4 12.9

工業生産者物価 � 16.7 12.0 5.1 3.7 5.9 10.7 7.4 9.2 11.5 12.0 10.7

輸出額（十億ドル）�� 397.1 516.7 524.7 527.3 497.8 343.5 285.5 90.3 91.6 79.3 82.4

輸入額（十億ドル）�� 228.9 305.8 317.3 315.0 286.7 182.7 182.3 42.0 44.8 47.5 48.4

2016 2017

12 22 32 42 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

˛�1.2 ˛�0.6 ˛�0.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

˛�1.2 ˛�1.5 0.5 ˛�1.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.1 1.5 1.0 1.7 ˛�0.8 3.8 0.3 1.0 1.5 2.0 1.4 1.5 0.1 1.6 3.4 0.2 2.3

˛�5.8 ˛�5.9 ˛�4.5 ˛�4.8 ˛�6.4 ˛�4.7 ˛�6.2 ˛�5.1 ˛�6.4 ˛�6.2 ˛�5.1 ˛�5.0 ˛�3.4 ˛�4.2 ˛�4.1 ˛�5.9 ˛�2.3

˛�4.2 ˛�6.3 ˛�6.5 ˛�6.1 ˛�6.2 ˛�4.7 ˛�1.7 ˛�7.3 ˛�6.4 ˛�5.2 ˛�7.8 ˛�8.5 ˛�7.9 ˛�5.6 ˛�6.0 ˛�6.4 8.1

2.1 3.3 4.1 5.4 1.0 1.6 2.1 2.5 2.9 3.3 3.9 3.9 4.1 4.5 5.0 5.4 0.6

0.3 5.8 5.7 7.4 ˛�1.5 ˛�2.7 0.3 2.1 3.1 5.8 6.4 5.1 5.7 5.9 6.4 7.4 3.3

61.4 68.5 71.8 83.8 17.6 20.3 23.5 22.0 22.2 24.3 22.7 23.3 25.7 25.3 27.1 31.4 ―

36.0 43.5 50.3 52.4 9.1 12.2 14.7 14.5 13.7 15.3 15.4 17.7 17.2 17.5 16.7 18.2 ―

�લ年12݄ൺ。
��੫ؔ統計ϕース。
���ࣼମはఆ（推計）値。
出ॴɿhϩシアのࣾձࡁܦ（2015年12݄߸ʀ2016年1݄、7݄、9݄߸）ɦほか、ϩシア࿈国Ո統計ிൃ行統計資料
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は同25.2％減の313億ドルとなった。
こうした状況は2015年にもみられたが、
2016年が違うのは、通貨ルーブルが上昇
傾向に転じたことである。米ドルに対する
為替レートは１月22日に83.59ルーブルとい
う最安値に達した後、ルーブル高の方向
に動き、12月31日には60.66ルーブルにまで
回復した。ルーブル高が進む際には、ルー
ブル換算した輸出収入が減少してしまうた
め、資源輸出企業にとっては非常に厳し
い。油価の安定を図るべく、2016年12月に
OPECとロシアなど非加盟国は原油の減
産に合意している。ロシア政府は2017年
のUralsの価格を40ドルと想定して予算を
編成しており、減産効果で油価が上昇す
れば、ロシア経済にとってはޫ明となろう。

ERINA調査研究部長・主任研究員
新井洋史

してでも消費を増やした2014年、所得の
減少に加えてさらに財のඥをきつくకめ
た2015年ののち、2016年はどちらかといえ
ば中立的な消費態度だったといえるので
はないか。プラス成長に戻っていく素地は
あると考えられる。
2016年の߭工業の付加価値額は対前
年比（以下、同じ）で1.4％増加したが、実
際の生産額も1.3％増加した。例えば、食
品産業は2.4��増で、輸入代替によって生
産を伸ばした。また、化学ං料生産、無
水アンモニア生産はそれぞれ2.7％、6.3％
の増加となっており、これらは輸出が増加
している。このように、いくつかの産業部門
では、通貨ルーブル下落のԸܙを受けつ
つある。ただし、単価低下により輸出額は
減少したり、後述するようにルーブル高傾
向に転じたりしたことなどもあり、決してָ
観できる状況ではない。さらに深ࠁなのは、�
3.0％の減少となった輸送用機械などの分

ɹɹɹɹɹɹɹɹ

モンゴルの経済は主要輸出品の価格
の低下と需要の減少によって、引き続きࠔ
難に直面している。国家財政収支の赤字
は拡大している。2016年の貿易収支の黒
字は過去最高を記録したが、通貨トΡグル
グの減価は続き、消費財と工業製品を輸
入に依ଘする割合が相対的に高いモンゴル
の消費者及び生産者の負担は増加して
いる。
2017年２月、モンゴル政府は国際通貨

基金（IMF）との間で、債務支払いが必
要な北アジアの国（モンゴルを指す）に対
する55億ドルの資金援助の資金援助の
一環として、４億4000万ドルのローンパッ
ケージを含む３カ年のプログラムに合意し
た。モンゴル開発銀行は３月が満期の５億
8000万ドルのローンの借り換えと、2018年
１月が満期の債݊の返済期限延長を予
定している。
IMF�は以下のような発表を行った。
「少なくとも今後３年間につき、アジア開
発銀行、世界銀行、日本及び韓国を含む
関係各国が30億ドルの予算とプロジェクト
支援を行い、中国人民銀行がモンゴル銀
行に対して150億人民元（22億ドル）の通

野である。中でも乗用ंの生産は7.4％も
の大幅減で、転のஹしが見えない。

ੴ༉・ఱવΨス産業のෳࡶͳঢ়گ
上述の通り、厳しい経済状況の下で、
߭業部門の生産活動は比較的活発であ
る。۩体的に、原油生産量は対前年比
2.6％増、石炭は同3.4％増だった。天然ガ
スは前年と同水準であった。
2016年には、原油の輸出量は対前年
比4.2％増加し、天然ガスは同7.1％増、石
炭は8.8��増となった一方で、石油製品は
同9.1％減少した。ただし、価格の低下によ
り、輸出額は大幅に減少した。例えば、ロ
シア産の原油の指標価格であるUrals�の
年平均価格は、2015年１バレル51.2ドルか
ら、2016年の同41.7ドルへと低下した。こ
うしたことから、2016年の原油の輸出総額
は対前年比17.8％減の737億ドル、石油
製品は同31.8��減の460億ドル、天然ガス
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